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◆補正予算

　感染症対策の徹底と社会経済活動の両立へ

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

◆常任委員会

　４つの委員会を開催しました

１２月定例会
１２月臨時会

▲樹氷まつりでの樹氷ライトアップ



山形市発展計画2025の推進に向け、

50億27万円 を可決

補 正 予 算

　
　
　

市
民
税
の
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

個
人
市
民
税
は
、

申
告
な
ど
で
若
干
の
変
動
が
あ
る

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

 

５０
億
２７
万
円

　

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど

の
増
額
に
伴
い
、
市
の
歳
入
（
収

入
）
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

市
民
税
課
長

も
の
の
、
現
在
の
状
況
が
維
持
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
法
人
市
民

税
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
や
原
油
高
、

半
導
体
不
足
に
よ
る
生
産
調
整
な

ど
で
見
通
し
が
つ
か
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
現
状
の

ま
ま
推
移
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

令
和
２
年
度
決
算
と
比
較

し
て
、
市
民
税
が
そ
れ
ほ
ど
減
少

し
て
い
な
い
要
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

個
人
市
民
税
の
対
象

者
の
約
８
割
の
方
は
給
与
所
得
者

で
あ
る
た
め
、
国
の
雇
用
調
整
助

成
金
な
ど
の
支
援
に
よ
り
、
給
与

委
員

財
政
部
長

　
　
　

支
給
対
象
者
は
、

児
童
手
当
の
対
象
者
と
同

一
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
手

当
の
対
象
者
は
１５
歳
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
あ
る
が
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
は
、

所
得
制
限
の
限
度
額
を
超

え
な
い
世
帯
で
あ
れ
ば
、

１６
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
も

支
給
対
象
と
な
る
。

　
　
　

支
給
に
必
要
な
事

務
費
な
ど
は
国
が
負
担
す

委
員

家
庭
支
援
課
長

委
員

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
額
、
国
の
負

担
と
な
る
。

　
　
　

所
得
制
限
の
判
定
は
世
帯

主
の
収
入
で
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

世
帯
の
中
で
一

番
収
入
が
多
い
方
の
令
和
２
年
の

収
入
で
判
定
す
る
。

　
　
　

令
和
４
年
３
月
３１
日
生
ま

れ
の
児
童
と
同
学
年
で
あ
り
な
が

ら
、
支
給
対
象
外
と
な
る
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

す
る
方
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
時
点
で
の
対

応
は
未
定
だ
が
、
対
象
者
が
も
れ

な
く
申
請
で
き
る
よ
う
に
、
制
度

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

家
庭
支
援
課
長

委
員

家
庭
支
援
課
長

委
員

家
庭
支
援
課
長

収
入
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。
法

人
市
民
税
は
、
中
小
規
模
の
飲
食
店

や
観
光
関
連
産
業
な
ど
に
大
き
な

影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
に
占

め
る
割
合
が
想
定
よ
り
小
さ
か
っ

た
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業

 

１７
億
５
２
６
３
万
円

　

１８
歳
以
下
の
児
童
１
人
に
つ

き
１０
万
円
相
当
の
給
付
を
行
う

国
の
子
育
て
支
援
策
に
対
応
し
、

令
和
３
年
内
に
給
付
を
開
始
し

ま
す
。

１２月の主な補正予算
一般会計 ５０億２７万円

●子育て世帯臨時特別給付金給付事業

　  １７億５，２６３万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●西山形小学校校舎等改築事業

　  ７億３，５９３万円

●中学校校舎・屋内運動場大規模改造等事業

　（中学校４校トイレ改修）　  ２億６，７９５万円

●障がい者自立支援給付費

　（障がい福祉サービス給付費）　  １億７，７３５万円

●感染症対策経費（ＰＣＲ検査・入院費等）

　  １億７，２８９万円

●障がい児通所給付費

　  １億７，１４０万円

▲給付金は未来を担う子どもたちへの活用を

社会経済活動の両立へ社会経済活動の両立へ
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子育て世帯臨時特別給付金の給付や

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
、

ど
の
く
ら
い
利
用
者
数
が
減
少
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
の

利
用
者
数
約
４８
万
７
０
０
０
人
に

対
し
、
２
年
度
の
利
用
者
数
は
約

３２
万
８
０
０
０
人
で
あ
っ
た
。
３

年
度
は
、
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣

言
の
影
響
な
ど
で
、
５
月
か
ら
９

月
ま
で
の
利
用
者
数
は
２
年
度
同

時
期
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　

診
療
所
閉
鎖
後
、
建
物
を

早
期
解
体
せ
ず
に
管
理
し
て
き
た

経
過
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

地
元
の
要
望
な
ど
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行

事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

東
部
及
び
西
部
循
環
線
）

 

１
１
３
５
万
円

　

継
続
的
な
運
行
を
維
持
す
る

た
め
、
事
業
者
へ
の
運
行
負
担

金
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

元
蔵
王
診
療
所
解
体
事
業

 

３
９
７
４
万
円

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
住
民
と
観
光
客
の

安
全
確
保
の
た
め
、
解
体
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

委
員

財
政
部
長

聞
き
な
が
ら
、
建
物
の
活
用
も
検

討
し
て
い
た
が
、
傾
斜
や
段
差
な

ど
、
土
地
の
形
状
か
ら
活
用
が
難

し
く
、
そ
の
間
に
建
物
の
老
朽
化

も
進
ん
だ
た
め
、
建
物
を
解
体
し
、

土
地
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

医
師
な
ど
を
増
員
す
る
た

め
の
補
助
金
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
医
療
体

制
維
持
の
た
め
、
１
、
２
月
分
の

人
件
費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

助
成
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
１０
月

山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
人
材

確
保
補
助
金 

２
８
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
山

形
市
休
日
夜
間
診
療
所
の
医
療

体
制
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

保
健
総
務
課
長

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

 
１
５
５
４
万
円

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
助
成
件

数
が
増
加
し
た
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

時
点
で
１
１
６
件
、
３
年
１０
月
時

点
で
２
１
５
件
の
申
請
が
あ
り
、

１
・
８
倍
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　

助
成
実
績
は
ど
う
か
。
ま

た
、
事
業
を
利
用
し
て
い
る
妊
婦

の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
、
月
平
均

６０
件
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
令
和

３
年
１０
月
現
在
で
月
平
均
７０
件
で

あ
り
、
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
受
診
率
は
、
３
年
１０
月
現
在

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業

 

１
５
８
万
円

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
受
診
者

数
が
増
加
し
た
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

で
４４
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
４
年
１
月
に
対
象
者

へ
通
知
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
１

月
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
に
は
ど

の
よ
う
に
通
知
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
時
点

で
給
付
金
の
対
象
者
と
な
る
こ
と

か
ら
、
住
民
登
録
を
確
認
し
た
後

に
、
該
当
世
帯
へ
通
知
す
る
予
定

で
あ
る
。

山
形
県
出
産
支
援
給
付
金

給
付
事
業 

９
９
６
５
万
円

　

新
生
児
が
出
生
し
た
世
帯
に
、

平
均
的
な
出
産
費
用
と
出
産
育

児
一
時
金
の
差
額
相
当
額
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

▲年末年始も診療を行っている山形市休日夜間診療所

12月補正予算 一般会計総額

感染症対策の徹底と感染症対策の徹底と
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創
業
ゼ
ミ
の
参
加
希
望
者

が
見
込
み
よ
り
増
加
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
受
講
者
数
は
ど
う

か
。
ま
た
、
山
形
市
売
上
増
進
セ

ン
タ
ー
（
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
）
と
の
連

携
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
は

８
人
の
受
講
を
想
定
し
て
い
た
が
、

２
年
度
か
ら
繰
り
越
し
の
２
人
を

含
む
、
１０
人
か
ら
申
し
込
み
が
あ

り
、
さ
ら
に
受
講
希
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ

は
、
売
上
増
進
支
援
に
特
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
創
業
時
の
相
談

で
は
な
く
、
創
業
後
の
販
売
促
進

支
援
な
ど
で
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

工
事
方
法
も
含
め
た
事
業

創
業
支
援
事
業
費
補
助
金

 

９２
万
円

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

創
業
機
運
の
高
揚
に
対
応
す
る

た
め
、
事
業
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
維
持

補
修
事
業 
１
５
０
０
万
円

　

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い

た
外
壁
補
修
工
事
を
取
り
や
め
、

外
壁
の
緊
急
点
検
と
応
急
措
置

を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　

東
原
村
木
沢
線
は
、
や
よ

い
区
間
か
ら
西
側
方
面
の
整
備
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
通
学
路
と
し

て
も
危
険
な
箇
所
で
あ
り
、
早
期

に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
か
ら

は
、
一
部
地
権
者
と
の
協
議
が
難

航
し
、
事
業
進
展
の
め
ど
が
立
っ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
重

要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
た
め
、
重

要
事
業
と
し
て
、
引
き
続
き
早
期

実
現
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

山
形
県
施
行
都
市
計
画
街
路

事
業
費
負
担
金

 

３
４
６
７
万
円

　

県
が
実
施
し
て
い
る
街
路
事

業
へ
負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　
　
　

１０
ａ
ア
ー
ル

当
た
り
１
０
０
０
円

を
交
付
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対

象
面
積
や
人
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
３
年
主
食
用
米

の
生
産
目
安
で
掲
げ
た
面
積
に
応

じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で

あ
り
、
対
象
面
積
は
約
２
２
８
６

ｈ
ヘ
ク
タ
ー
ル
ａ
、
対
象
者
は
約
２
５
５
０
人

で
あ
る
。

米
価
下
落
対
策
支
援
交
付
金

 

２
３
２
９
万
円

　

令
和
３
年
産
米
の
価
格
が
大

幅
下
落
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
営
農
意
欲
の
低
下
防

止
と
作
付
け
意
欲
醸
成
の
た
め
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　

事
業
内
容
の
詳
細
は
ど
う

か
。
ま
た
、
事
業
拡
大
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

堆
肥
を
使
用
す
る
前

後
の
土
壌
を
分
析
し
、
改
良
状
況

を
検
証
す
る
事
業
で
あ
り
、
土
づ

く
り
に
よ
る
収
量
向
上
や
土
壌
改

善
を
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
広

く
周
知
を
行
い
、
希
望
す
る
農
家

へ
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
費
補
助
金 

２
７
２
万
円

　

農
地
の
生
産
力
の
維
持
・
増

進
を
図
る
た
め
、
堆た
い

肥
使
用
に

よ
る
土
づ
く
り
に
取
り
組
む
農

業
者
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　

米
価
下
落
に
よ
り

被
こ
う
む

っ
た
農
家
の
損
失
と
比

較
す
る
と
、
支
援
額
が
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

生
産
意
欲
の

醸
成
を
目
的
に
平
成
２６
年

度
に
実
施
し
た
補
助
を
参

考
と
し
な
が
ら
、
い
ち
早

い
支
援
を
行
う
た
め
、
種

も
み
購
入
費
用
の
２
分
の

１
を
支
援
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
国
が
補
助
事

業
を
創
設
し
た
場
合
は
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
支
援

策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員

農
政
課
長

の
見
直
し
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
は
展
示
棟

東
側
外
壁
の
補
修
工
事
の
実
施
を

予
定
し
て
い
た
が
、
着
工
前
に
詳

細
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
外
壁
の

ほ
ぼ
全
面
の
補
修
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
部
分
ご
と
に

工
事
を
分
け
る
こ
と
も
検
討
し
た

が
、
足
場
な
ど
の
費
用
が
か
か
り

増
し
す
る
こ
と
や
、
騒
音
に
よ
り

利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
難
し
く
、
工
事
期

間
中
の
閉
館
も
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
調
や
ボ
イ
ラ
ー
、
水
回

り
な
ど
も
、
耐
用
年
数
を
迎
え
て

い
る
た
め
、
今
後
、
施
設
全
体
の

改
修
と
し
て
改
め
て
計
画
を
立
て

た
上
で
の
工
事
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

観
光
戦
略
課
長

▲コロナ禍で大きな影響を受けている稲作農業

▲オープンから２８年が経過した山形国際交流プラザ
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プ
ー
ル
の
営
業
を
行
い
な

が
ら
改
修
工
事
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
に

実
施
し
た
内
部
設
備
更
新
工
事
の

際
に
は
休
館
と
し
た
が
、
今
回
は
、

屋
外
プ
ー
ル
の
営
業
を
開
始
す
る

令
和
４
年
７
月
ま
で
に
、
利
用
者

出
入
口
な
ど
が
あ
る
南
側
部
分
の

工
事
を
終
了
さ
せ
、
７
月
以
降
は

北
側
を
工
事
す
る
な
ど
、
利
用
者

に
影
響
が
な
い
よ
う
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

市
民
会
館
整
備
事
業
（
用
地

取
得
）
の
債※
１

務
負
担
行
為

限
度
額　

整
備
用
地
約
４
０

０
０
㎡
を
取
得
し
た
金
額
に

利
子
等
を
加
え
た
額

　
　
　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
改

中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
造
等
事
業
（
中
学
校
４
校
ト

イ
レ
改
修
）
の
繰
※
２

越
明
許
費

 

２
億
６
７
９
５
万
円

　

国
か
ら
の
交
付
金
内
示
を
受

け
て
、
予
定
し
て
い
た
改
修
を

前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

　
　
　

馬
見
ケ
崎
プ
ー
ル
は
、
建

設
か
ら
ど
の
く
ら
い
経
過
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
外
壁
と
屋
根
の

改
修
工
事
は
今
回
初
め
て
実
施
す

る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
９
年
に
屋

内
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

２０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
今
回

の
よ
う
な
大
規
模
修
繕
工
事
は
初

め
て
で
あ
り
、
２
カ
年
で
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。

馬
見
ケ
崎
プ
ー
ル
整
備
事
業

 

５
９
６
０
万
円

　

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
プ
ー
ル
棟
の
外
壁
と
屋

根
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

修
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
の

ト
イ
レ
整
備
は
令
和
２
年
度
で
完

了
し
、
現
在
は
中
学
校
の
整
備
を

実
施
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
整
備
を
実
施
す
る
計
画
で
あ

り
、
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。

学
校
施
設
整
備
室
長

　
　
　

現
在
の
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
は

ど
の
く
ら
い
の
期
間
使
用
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
１３
年

度
に
整
備
し
、
毎
年
、
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
プ
の
シ
ー
ズ
ン
前
や
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
前
に

点
検
を
実
施
し
て
使
用
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
故
障
な
ど
は

起
き
て
い
な
い
が
、
経
年
劣
化
が

進
行
し
て
い
る
た
め
、
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

更
新
に
か
か
る
期
間
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年

冬
季
シ
ー
ズ
ン
の
大
会
か
ら
ス

ロ
ー
プ
カ
ー
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
、
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度
に

か
け
て
設
計
を
行
い
、
４
年
度
か

ら
５
年
度
に
か
け
て
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

整
備
事
業
の
債
務
負
担
行
為

 

限
度
額
２
５
４
８
万
円

　

経
年
劣
化
対
策
と
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
な
ど
で
の
選
手
の
搬
送

力
向
上
の
た
め
、
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
の
更
新
と
増
設
に
向
け
た

設
計
に
必
要
と
な
る
経
費
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

　
　
　

旧
県
民
会
館
の
建

物
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建

物
は
県
が
解
体
し
、
更
地

と
す
る
。
な
お
、
県
で
は

令
和
３
年
度
に
解
体
設
計

を
行
い
、
４
年
度
か
ら
解

体
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

　

新
市
民
会
館
の
建
設

予
定
地
で
あ
る
旧
県
民

会
館
跡
地
の
用
地
取
得

に
必
要
な
経
費
の
限
度

額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

文
化
施
設
整
備
室
長

▲解体が予定されている旧県民会館

　１２月臨時会を令和３年１２月２４日に開催しました。

　１８歳以下の児童１人につき１０万円相当の給付を行う国の子育て支

援策への対応として、先行して５万円を現金で給付しようとする補

正予算が、既に１２月定例会にて可決されていましたが、その後、

１０万円すべてを現金で給付することも可能とする国の指針が示され

ました。

　そのため、残りの５万円も現金で給付しようとする令和３年度一

般会計補正予算が上程され、総務および厚生分科会に分割付託の上、

審査を行いました。

　詳細な審査の後、本会議を再開し、予算委員長の報告を受けて採

決した結果、全員異議なく可決しました。

●子育て世帯臨時特別給付金給付事業　  １７億４，０００万円

１２月臨時会の補正予算 一般会計 １７億４，０００万円

１２月臨時会

※１　債務負担行為…予算は単一年度で完結することが原則だが、１つの事業が単年度で終了せずに、後の年度でも執行しなければならないこと
があらかじめ分かっている場合に、議会の議決を経て、その債務の期間と額を確定すること。

※２　繰越明許費…なんらかの理由で当該年度内に支出が終わらない見込みがあるため、議会の議決を経て、翌年度へ繰り越して使用できるよう
にする予算。
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施
設
の
引
き
渡
し
が
当
初

の
予
定
よ
り
約
２
カ
月
遅
れ
る
た

め
、
契
約
金
額
を
減
額
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

国
か
ら
の
補

助
単
価
の
上
昇
に
伴
う
事
業
者
へ

の
補
助
金
額
の
増
加
に
よ
り
、
事

業
者
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
元

金
と
利
子
が
減
少
し
た
こ
と
と
、

引
き
渡
し
の
遅
れ
に
よ
り
施
設
運

営
費
が
２
カ
月
分
不
要
と
な
っ
た

こ

ど

も

市
南
部
へ
の
児
童
遊
戯
施
設

整
備
事
業
の
契
約
金
額
を
変
更

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
と
が
減
額
の
理
由
で
あ
る
。

　
　
　

施
設
運
営
費
は
年
間
で
ど

の
程
度
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度

の
指
定
管
理
料
は
概
算
で
税
込
み

約
８
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

１５
年
間
と
い
う
指
定
期
間

は
長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
に
基
づ

き
、
Ｐ※

Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
、
建
設

か
ら
運
営
管
理
な
ど
を
含
め
た
１５

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

南
部
児
童
遊
戯
施
設
お
よ
び

南
部
児
童
遊
戯
施
設
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
を
指
定

委
員

こ
ど
も
未
来
部
長

常任委員会

者
か
ら
同
意
を
得
た
場
合
に
は
、

電
磁
的
記
録
で
の
交
付
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
口
頭
で
の

説
明
な
ど
事
情
に
配
慮
し
た
対
応

も
行
う
。

　
　
　

手
数
料
は
他
市
と
異
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
が
示
し
た
算

定
式
に
基
づ
い
て
算
出
し
て
い
る

が
、
審
査
項
目
と
人
件
費
は
行
政

区
域
ご
と
に
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
ち
づ
く
り

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
申
請
に

伴
う
手
数
料
を
設
定

委
員

建
築
指
導
課
長

る
た
め
、
他
市
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
手
数
料
は
東
北
の
県

庁
所
在
地
の
中
で
は
中
位
で
あ
る
。

　
　
　

満
点
に
対
す
る
得
点
比
率

が
７１
・
６
％
だ
が
、
選
定
の
基
準

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
者
の
み
の
応

募
で
６０
％
に
達
し
な
い
場
合
は
、

指
定
管
理
者
選
定
評
価
審
査
委
員

会
で
審
査
の
上
、
再
審
査
と
な
る
。

　
　
　

指
定
管
理
の
候
補
者
で
あ

る
市
営
住
宅
管
理
企
業
体
と
は
、

ど
の
よ
う
な
企
業
か
。

　
　
　
　
　
　
　

建
築
工
事
業
３

山
形
市
営
住
宅
お
よ
び
共
同

施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

管
理
住
宅
課
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

▲税制上の優遇も受けることができる長期優良住宅

年
間
の
一
体
的
な
提
案
を

受
け
て
選
定
し
た
た
め
、

適
正
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

施
設
利
用
開
始
時

の
重
要
事
項
説
明
書
の
電

磁
的
記
録
で
の
交
付
も
可

能
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
護

特
定
教
育
・
保
育
施

設
な
ど
の
運
営
基
準

を
改
正

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

▲令和４年４月に開館予定の南部児童遊戯施設

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました

※　ＰＦＩ…PrivateFinanceInitiativeの略称。公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力および技術的能力を活用し
て行う手法。
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▲令和７年度の供用開始を目指す新公園

　
　
　

関
連
す
る
業
界
に
も
説
明

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、
全
日
本

不
動
産
協
会
山
形
県
本
部
、
山
形

県
行
政
書
士
会
、
山
形
県
土
地
家

屋
調
査
士
会
、
山
形
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
に
は
説
明
済
み
で
あ
る
。

　
　
　

住
民
が
地
価
の
下
落
を
懸

念
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
た

び
の
条
例
改
正
の
基
と
な
っ
た
都

市
計
画
法
の
改
正
は
、
人
命
を
尊

重
す
る
趣
旨
で
行
う
も
の
で
あ
る

た
め
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

取
得
可
能
な
休
暇
の
日
数

は
、
市
内
の
医
療
機
関
や
地
域
の

実
情
も
考
慮
し
た
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　

国
の
「
不
妊
治
療
と

仕
事
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
で
目
安
と
さ
れ
て
い
る

通
院
日
数
を
踏
ま
え
て
、
同
様
の

日
数
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

市

役

所

職
員
の
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、
不
妊
治

療
の
た
め
の
特
別
休
暇
を
新
設

委
員

職
員
課
長

者
、
電
気
工
事
業
２
者
、
管
工
事

業
２
者
、
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
１
者
の
地
元
企
業
８
者
で
構

成
さ
れ
て
い
る
企
業
体
で
あ
る
。

　
　
　

公
園
内
に
整
備
す
る
多
目

的
広
場
は
、
ど
の
よ
う
な
競
技
で

の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

霞
城
公
園
内
に

あ
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
代
替

と
し
て
の
使
用
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

約
４
万
７
０
０
０
㎡
の 

西
部
工
業
団
地
公
園
再
編
事

業
用
地
に
係
る
土
地
の
取
得

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

広
大
な
土
地
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
配
置
計
画
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
広
場
の

ほ
か
、
鋳
物
町
運
動
広
場
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
機
能
を
移
し
、
駐
車

場
や
遊
具
に
加
え
、
外
周
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
で
き
る
コ
ー
ス

の
設
置
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　

大
き
な
大
会
の
開
催
を
想

定
し
、
大
型
バ
ス
に
対
応
し
た
駐

車
場
や
熱
中
症
対
策
の
た
め
の
休

憩
場
所
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
公

園
に
す
る
か
検
討
を
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
も
考

慮
し
て
い
き
た
い
。

公
園
緑
地
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　

地
区
住
民
へ
の
説

明
会
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内
で
は
１８
地
区
が
該
当

し
て
お
り
、
令
和
３
年
１２

月
５
日
現
在
で
１３
地
区
の

説
明
会
が
終
了
し
て
い
る
。

残
り
の
地
区
も
順
次
実
施

予
定
で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

の
開
発
許
可
を
制
限

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　本市では、庁内に設置した「旧大沼利活用プロジェクトチー

ム」の下で、一般財団法人山形市都市振興公社が取得した旧大

沼の利活用策の整理・検討を行っています。

　現在は、旧大沼セットバック部分を中心とした「街なかマル

シェ」の開催や、シャッターを活用したアスリート応援モザイ

クアートの展示、観光ＰＲ幕の設置などの短期利活用を行うと

ともに、旧大沼と市立病院済生館を含めた周辺エリアの再開発

の方向性を検討するため、サウンディング型市場調査を実施し

ています。

　サウンディング型市場調査では、令和３年８月１７日から８月

２０日にかけて、説明会と現地見学会を実施し、令和３年１０月２２

日から１２月１７日までの間に、民間事業者２２社と対話を行いました。

　今後も、民間事業者との対話により得たアイデアなどを踏ま

え、旧大沼の利活用方策を検討していきます。

旧大沼を含む周辺エリアの再開発へ
～サ

※

ウンディング型市場調査を実施中～
市政トピックス

計 画 地

※　サウンディング型市場調査…市有地などの有効活用に向け、民間事業者との意見交換を通じて、事業に対するさまざまなアイデアや意見を把
握する調査のこと。
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１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
戦
で
は
２０
万
人
以
上
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
沖
縄
の
土
と

な
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
を
中
心

に
広
が
る
南
部
地
域
は
、
戦
跡
と

し
て
は
我
が
国
唯
一
の
沖
縄
戦
跡

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
７６

年
が
経
過
し
た
今
で
も
、
戦
没
者

の
遺
骨
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
に
施
行
さ

れ
た
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
法
は
、

遺
骨
収
集
を
国
の
責
務
と
定
め
、

２
０
２
４
年
ま
で
を
集
中
実
施
期

間
と
位
置
付
け
て
い
る
。
犠
牲
と

な
っ
た
人
々
の
遺
骨
の
眠
る
土
砂

を
埋
め
立
て
に
使
う
こ
と
は
人
道

上
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
沖

縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
が
残
る
沖

縄
本
島
南
部
か
ら
埋
め
立
て
用
土

砂
を
採
取
す
る
計
画
を
見
直
し
、

戦
没
者
の
遺
骨
の
尊
厳
を
守
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

意
見
書
（
要
旨
）

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
が
含

ま
れ
た
土
砂
を
埋
め
立
て
に
使

用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２４日（木）

　　～３月２３日（水）

３月定例会の日程
（予定）

請　　願

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
４
号
（
３
）

継　

続

新型コロナ禍による米の
需給改善と米価下落の対
策を求めることについて 遠藤　吉久

阿曽　　隆
産業文教 継続審査

山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
６
号
（
３
）

新　

規

沖縄戦戦没者の遺骨等が
含まれた土砂を埋め立て
等に使用しないよう国に
求めることについて

石澤　秀夫
佐藤亜希子
高橋　公夫
佐藤　秀明

総　　務 採　択

沖縄戦戦没者遺骨の尊厳
を考える市民の会
代表　漆山ひとみ

　１２月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに提
出された１件です。各委員会での審査結果は以下の通りです。

●議決の結果は、９ページ「議案・請願の賛否一覧表」をご覧ください。

議会報研修会に参加議会報研修会に参加

　令和３年１１月５日に南陽市で、県市議会議長会主催の議会報

研修会が開催され、本市議会の広報広聴委員６人が参加しました。

　研修は、東北芸術工科大学グラフィックデザイン学科准教授

の赤沼明男氏を講師に、「デザインの役割」の演題で行われました。

　講師から、デザインの概要について説明を受けた後、まずは

手に取ってもらえるインパクトのある表紙づくりが大切である

ことや、受け取り側である市民へ思いが伝わるように作成して

はどうか、とのアドバイスがありました。

　今回の研修で学んだことを生かし、より市民に伝わりやすい

「やまがた市議会報みちしるべ」の作成に努めてまいります。
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 会派
 議員名

議案・請願

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 須
貝
太
郎
副
議
長

鈴
木
善
太
郎
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

長
谷
川
幸
司

斎

藤

武

弘

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

議会案第８号 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 － 可決
請 願 第 ６ 号 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 － 採択

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案・請願の賛否一覧表

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　鈴木善太郎議長は採決に加わらない。　　●請願の件名は、８ページをご覧ください。

議決議案一覧（１２月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１３３号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１１２号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は２～５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１１３号
～

議第１１８号

令和３年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和３年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、
令和３年度山形市介護保険事業会計補正予算、令和３年度山形市母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計補正
予算、令和３年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算、令和３年度山形市農業集落排水事業会計補
正予算
　令和３年度の執行状況に基づく歳入、歳出の見込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費などに係る
補正予算です。

可決
（全会一致）

議第１１９号 土地の取得について（西部工業団地公園再編事業用地） 同意
（全会一致）

議第１２０号
「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律に基づく特定事業に係る契約の締結に
ついて」の一部変更について（市南部への児童遊戯施設整備事業）
　市南部への児童遊戯施設整備事業に係る契約の契約金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第１２１号
～

議題１２４号

指定管理者の指定について（南部児童遊戯施設及び南部児童遊戯施設子育て支援センター、べにっこひろ
ば及びべにっこひろば子育て支援センター、山形市球技場、山形市営住宅及び共同施設）
　施設の管理を指定管理者にさせるものです。

可決
（全会一致）

議第１２５号 山形市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
　不妊治療と仕事の両立を支援する環境を整備するため、不妊治療のための特別休暇を新設するものです。

可決
（全会一致）

議第１２６号 山形市手数料条例の一部改正について
　長期優良住宅の普及の促進に関する法律などの改正に伴い、新たな申請手数料の設定などを行うものです。

可決
（全会一致）

議第１２７号 山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　内閣府令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第１２８号
山形市国民健康保険条例の一部改正について
　健康保険法施行令などの改正にあわせ、国民健康保険の被保険者が出産した場合の出産一時金の額を引
き上げるものです。

可決
（全会一致）

議第１２９号
山形市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部改正について
　都市計画法などの改正に伴い、土砂災害警戒区域などに係る市街化調整区域の開発許可を制限するもの
です。

可決
（全会一致）

議第１３０号
山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間その他の 
勤務条件に関する条例の一部改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、特別職の期末手当の支給月数を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第１３１号

山形市一般職の職員の給与に関する条例及び山形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、一般職の職員などの期末手当の支給月数を改定するもの
です。

可決
（全会一致）

議第１３２号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は２～５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第７号

特別委員会の設置について
　防災対策特別委員会 および まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会を設置するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第８号

沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書の提出について
　内容は８ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

※議第１３０号、議第１３１号および議会案第７号は１１月２５日に議決。その他の議案および議会案は１２月１０日に議決。
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山
形
市
子
ど
も
の
受
動
喫
煙

防
止
条
例
に
基
づ
く
知
識
の
普
及

や
意
識
の
啓
発
、
教
育
の
推
進
に

関
す
る
施
策
の
状
況
は
ど
う
か
。

Q

　
　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

小
学
６
年
生
の
保
健
領
域
や
中
学

３
年
生
の
保
健
分
野
で
喫
煙
防
止

教
育
を
行
っ
て
お
り
、
外
部
講
師

を
招
い
た
喫
煙
防
止
教
室
な
ど
も

A

実
施
し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
受

動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
、
現
状
の
把

握
や
分
析
を
行
い
、
子
ど
も
を
対

象
に
受
動
喫
煙
や
喫
煙
防
止
の
啓

発
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
周
知
・

啓
発
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

２０
歳
未
満
の
子
ど
も
や
妊
婦

と
同
居
す
る
喫
煙
者
、
喫
煙
し
て

い
る
妊
婦
本
人
に
禁
煙
外
来
治
療

費
を
助
成
し
、
家
庭
で
の
受
動
喫

煙
防
止
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

家
庭
内
で
の
受
動
喫
煙
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

と
と
も
に
、
喫
煙
の
健
康
へ
の
影

響
や
禁
煙
の
効
果
、
禁
煙
治
療
な

ど
も
積
極
的
に
周
知
・
啓
発
し
て

い
く
。
禁
煙
外
来
治
療
費
の
助
成

は
、
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　

山
形
市
意
思
疎
通
支
援
事
業

の
要
綱
を
国
に
合
わ
せ
て
改
正
し
、

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
に
関

わ
る
方
も
手
話
通
訳
者
な
ど
の
派

遣
事
業
の
利
用
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
要
綱
例
を
踏
ま
え
、
聴

覚
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
に
関
わ

る
方
も
利
用
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
、
山
形
市
意
思
疎
通
支
援
事
業

実
施
要
綱
の
３
年
度
中
の
改
正
に

Q

A

QA

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１１
月

３０
日
と
１２
月
１
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　令和３年１２月定例会の一般質

問の模様は、「山形市議会イン

ターネット議会中継」サイトに

て配信中です。

　インターネットによる配信で

は、各議員の一般質問の内容全

てをご覧いただくことができま

す。

　また、生中継での配信も行っ

ておりますので、次回の令和４

年３月定例会開催

時には、ぜひご活

用ください。

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

子
ど
も
を

た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
ろ
う
！

高た
か

橋は
し　

公き
み

夫お

（
令

政

会
）
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環
境
に
配
慮
し
た
設
備
の
家

庭
へ
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、

蓄
電
池
の
リ
ー
ス
契
約
や
、
Ｈ※
２

Ｅ

Ｍ
Ｓ
や
Ｖ※
３

２
Ｈ
な
ど
の
、
多
様
化

し
た
省
エ
ネ
機
器
導
入
へ
の
補
助

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

リ
ー
ス
事
業
へ
の
補
助
を
含

め
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

新
た
な
補
助
制
度
な
ど
、
家
庭
で

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ

な
が
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

観
光
利
用
が
で
き
る
、
環
境

に
配
慮
し
た
車
両
の
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
、
官
民
連
携
で
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
上
で
の
導

QAQA

向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
な

お
、
改
正
前
に
、
聴
覚
障
が
い
者

な
ど
の
生
活
に
関
わ
る
方
か
ら
の

利
用
希
望
が
あ
れ
ば
、
内
容
を
確

認
し
、
対
応
し
て
い
く
。

　
　

手
話
通
訳
者
な
ど
の
育
成
の

経
過
と
結
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、

手
話
通
訳
者
な
ど
の
資
格
取
得
に

必
要
な
研
修
会
参
加
費
用
な
ど
に

対
し
、
補
助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
度
か
ら
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
料
を
無

料
に
す
る
。
ま
た
、
研
修
会
の
参

加
費
用
へ
の
補
助
は
、
他
市
の
実

施
状
況
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

第
九
中
学
校
生
徒
が
登
下
校

で
利
用
す
る
、
主
要
地
方
道
山
形

上
山
線
と
中
学
校
校
舎
の
東
側
道

路
は
、
防
犯
灯
が
な
い
箇
所
に
蓋

の
な
い
側
溝
が
あ
り
、
危
険
で
あ

る
。
通
学
路
防
犯
灯
を
設
置
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

通
学
路
防
犯
灯
は
、
山
形
市

通
学
路
防
犯
灯
設
置
並
び
に
管
理

に
関
す
る
要
項
に
基
づ
き
、
生
徒

の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
設
置
し
て
い
る
。

校
舎
の
東
側
道
路
へ
の
設
置
は
、

危
険
箇
所
な
ど
の
現
場
の
状
況
を

確
認
し
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

主
要
地
方
道
山
形
上
山
線
へ
の
設

置
は
、
通
学
路
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
学
校
と
も
協
議
し
、
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　

小
学
校
で
の
福
祉
教
育
の
一

環
と
し
て
、
「
盲※
１

導
犬
学
校
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
を
積
極
的
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
や
慈
善
団

体
の
支
援
を
受
け
、
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

AQ

A

QA

入
と
な
る
が
、
配
置
場
所
や
保
険

加
入
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
先
進
地
の
取
り
組
み
な
ど
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

利
用
者
の
公
平
性
を
担
保
し

た
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
な
ど
、
今

後
の
経
済
対
策
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な

が
ら
、
年
代
に
よ
る
不
公
平
感
が

生
じ
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

黙
食
の
徹
底
と
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
市
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
飲
食
制

限
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
保
健
所
の
助
言
や
他
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
制
限
緩
和
の
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
の
水
泳
授
業
は

２
年
連
続
で
中
止
さ
れ
た
が
、
令

和
４
年
度
へ
向
け
た
改
善
策
は
ど

う
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
な
ど
を
考

慮
し
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

県
体
育
館
の
撤
去
や
代
替
施

設
整
備
な
ど
、
県
と
の
協
議
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
施
設
整
備
の

際
は
、
弓
道
場
を
備
え
る
こ
と
と

し
、
民
間
で
の
運
営
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
な
ど
も
行
い
な
が

ら
、
市
中
心
部
の
活
性
化
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　

霞
城
公
園
整
備
の
進
捗
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
撤
去
時
期
の
延

期
へ
向
け
た
文
化
庁
と
の
協
議
を

進
め
て
い
る
。
県
と
も
課
題
を
共

有
し
、
今
後
の
方
向
性
の
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　
　

電
子
書
籍
や
読
書
通
帳
な
ど

を
導
入
し
、
市
立
図
書
館
の
機
能

充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

電
子
図
書
館
は
、
利
便
性
の

向
上
や
感
染
症
対
策
に
も
有
効
で

あ
る
た
め
、
導
入
の
検
討
を
進
め

る
。
読
書
通
帳
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
ア
プ
リ
の
開
発
や
、

導
入
自
治
体
で
の
利
用
率
の
鈍
化

傾
向
も
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

　
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
、
中

央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
付
近
の
道

路
は
冠
水
し
た
。
対
策
や
団
地
内

企
業
と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
早

期
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

排
水
路
の
整
備
や
排
水
ポ
ン

プ
車
の
追
加
導
入
な
ど
、
有
効
な

対
策
を
検
討
し
、
冠
水
の
早
期
軽

減
に
努
め
る
。
ま
た
、
緊
急
時
連

絡
網
を
整
備
し
た
た
め
、
早
め
の

情
報
提
供
を
行
い
、
被
害
が
出
る

前
の
避
難
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQ

AQA

▲子どもの受動喫煙防止の周知・啓発を

産
業
構
造
変
化
も
見
据
え
た

現
実
的
な
温
暖
化
対
策
を
！

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し　

（
緑

政

会
）

▲  脱炭素の流れにより急速に普及が
　進むと言われるＥＶ車や関連設備

※１　盲導犬学校キャラバン…盲導犬が小学校を訪問し、歩行体験などを行うことで、視覚障がい者や盲導犬への理解を深める事業。
※２　ＨＥＭＳ…HomeEnergyManagementSystemの略称。家庭の電気設備や電化製品とつなぎ、使用量の把握や自動制御を行うことで、電力

の最適化を図るための管理システム。
※３　Ｖ２Ｈ…VehicletoHomeの略称。電気自動車などに搭載されている蓄電池の電力を住宅へ給電し、家庭で利用できるようにするシステム。
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国
は
、
小
・
中
学
生
に
配
備

さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
、
い

じ
め
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
ア
プ

リ
の
導
入
を
勧
め
て
い
る
が
、
情

Q

報
モ
ラ
ル
教
育
と
相
談
体
制
の
構

築
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
、
各
学

校
で
の
指
導
に
加
え
、
教
職
員
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
向
け
の
研
修
会
や
、
保
護

A
　
　

（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
開
発
に
伴
う
経
済
効
果

を
上
げ
る
た
め
、
早
期
に
企
業
誘

致
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
天
童
鮨
洗
線
は
立
谷
川
工

業
団
地
へ
向
か
う
車
で
現
在
も
渋

滞
し
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ス
道
路

は
１
本
の
み
で
よ
い
の
か
。

　
　

誘
致
業
種
な
ど
を
早
期
に
検

討
・
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
進
捗
状
況
の
発
信
や
、
東
京
事

務
所
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

ま
た
、
渋
滞
解
消
に
向
け
、
南
進

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
を
計
画

し
て
お
り
、
産
業
団
地
内
の
道
路

構
成
な
ど
も
、
円
滑
に
巡
回
で
き

る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QA

者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
い
じ
め

相
談
機
能
を
持
つ
ア
プ
リ
の
導
入

は
、
先
進
自
治
体
の
運
用
状
況
な

ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
カ※
３

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
マ
イ
ボ
ト
ル
対
応
型
の
給

水
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

マ
イ
ボ
ト
ル
対
応
型
の
給
水

機
は
、
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
る

が
導
入
費
用
が
割
高
に
な
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
。
利
用
者
の
利
便

性
向
上
と
脱
炭
素
の
視
点
か
ら
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
特
化
し
た

部
署
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
発
展
計
画
を
推

進
す
る
中
で
、
組
織
の
在
り
方
を

適
時
見
直
し
て
い
く
。

　
　

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
施
行
か
ら
２
年
経

過
し
た
が
、
学
校
給
食
の
食
べ
残

し
の
状
況
と
削
減
へ
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
の
残
食
率
は

６
・
８
％
で
あ
り
、
摂
取
基
準
を

基
に
、
嗜
好
や
量
を
勘
案
す
る
な

Q

AQA

QA

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
加
え
、
凍
霜

害
や
米
価
下
落
、
原
油
高
な
ど
で

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
農
業
に

対
し
、
さ
ら
な
る
支
援
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

国
、
県
の
施
策
な
ど
の
活
用

や
、
市
独
自
の
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　

森※
１

林
経
営
管
理
制
度
が
創
設

さ
れ
た
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
財
源
と
し
て
国
か
ら

譲
与
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　

モ
デ
ル
地
区
と
し
た
上
宝
沢

地
区
で
は
、
２３
ｈ
ヘ
ク
タ
ー
ル
ａ
を
市
で
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
よ
り
、
優
先
順
位
の
高

い
地
区
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
お

り
、
今
後
１５
年
間
で
市
内
を
一
巡

す
る
予
定
で
あ
る
。
森
林
環
境
譲

与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
へ

の
活
用
が
最
優
先
だ
が
、
木
材
の

利
用
促
進
に
も
活
用
し
て
い
く
。

　
　

市
有
林
を
Ｊ※
２

−

ク
レ
ジ
ッ
ト

の
対
象
に
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

資
金
を
管
理
費
へ
充
て
、
市
有
林

の
健
全
育
成
と
二
酸
化
炭
素
削
減

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
有
林
の
う
ち
４６
ｈ
ａ
が
対

象
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
の
算
定
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
収
益
を
算
出

し
、
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　

防
護
柵
設
置
は
イ
ノ
シ
シ
被

害
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
が
、
地

域
で
の
合
意
形
成
な
ど
に
大
変
な

労
力
を
要
す
る
た
め
、
補
助
申
請

前
か
ら
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
申
請

書
類
の
作
成
や
合
意
形
成
の
段
階

か
ら
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　

学
校
給
食
で
の
地
元
産
農
畜

産
物
の
使
用
は
、
食
育
や
消
費
拡

大
の
面
か
ら
も
有
意
義
で
あ
る
た

め
、
利
用
拡
大
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　

安
定
的
な
市
内
産
食
材
の
調

達
の
た
め
、
農
業
団
体
な
ど
と
連

携
を
図
り
、
委
託
栽
培
の
拡
大
な

ど
を
検
討
し
、
年
間
を
通
じ
た
市

内
産
食
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
を
多

く
の
方
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

バ
ス
事
業
者
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

に
伴
い
、
補
助
対
象
を
市
内
乗
降

に
限
定
す
る
こ
と
で
経
費
を
削
減

し
、
削
減
分
で
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

の
選
択
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
７
月
か
ら
、
バ
ス

乗
車
実
績
に
応
じ
た
補
助
に
見
直

す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
見
直

し
に
よ
り
確
保
で
き
る
財
源
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
効
果
的
な
補

助
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQAQ

AQA

新
産
業
団
地
へ
の
早
期
の

企
業
誘
致
実
現
を

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

安
全
・
安
心
の
市
政
づ
く
り
を
！

▲（仮称）山形北インター産業団地の完成予想図

中な
か

野の　

信し
ん

吾ご

（
新

翔

会
）

武た
け

田だ　

新し
ん

世せ
い

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

※１　森林経営管理制度…市町村が仲介役となることで、経営管理が行われていない森林の所有者と、林業経営者などをつなぐ制度。
※２　Ｊ−クレジット…省エネ設備などによる二酸化炭素の排出削減量や、適切な森林管理による二酸化炭素の吸収量をクレジットとして国が認証する制度。

認証されたクレジットは、売却や購入することができる。
※３　カーボンニュートラル…二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林管理などによる吸収量などを差し引いて、プラスマイナスゼロにする

ことを目指すもの。
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蔵
王
で
合
宿
中
の
選
手
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ

大
会
の
開
催
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

令
和
３
年
１１
月
に
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
に
開
催
希
望
を
伝
え
た
。

今
後
、
日
程
調
整
な
ど
を
行
い
、

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
選

手
の
育
成
や
蔵
王
温
泉
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
い
。

　
　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
事
情
が
異
な
る
４
地
区
の

新
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
事
業

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

金
井
地
区
西
部
や
村
木
沢
地

QAQA

ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

残
食
は
エ
コ
堆
肥
へ
活
用
し
て
お

り
、
今
後
も
残
食
を
減
ら
す
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

本
市
も
独
自
の
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
の

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル

事
業
の
検
証
結
果
や
、
先
進
自
治

体
で
の
取
り
組
み
の
情
報
収
集
を

行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

身
寄
り
の
な
い
人
も
納
骨
で

き
る
安
価
な
合
葬
式
墓
地
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

市
営
霊
園
の
在
り
方
を
含
め
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
と
市
民
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

エ※
１

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作

成
と
配
布
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

終
活
を
希
望
す
る
市
民
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
を
、
先
進
事
例
を

参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

　
　

遺
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
亡
く
な
っ
た
後
の
行
政
手
続

き
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
度
中
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
型
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
設
置
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
手
続
き
は
、
令

和
６
年
１
月
運
用
開
始
予
定
の
新

基
幹
シ
ス
テ
ム
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

大
野
目
地
区
は
公
園
空
白
区

域
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
解
消

し
て
い
く
の
か
。

　
　

住
宅
密
集
地
で
用
地
確
保
が

困
難
な
状
況
で
あ
り
、
適
地
が
見

つ
か
っ
た
時
点
で
検
討
し
て
い
く
。

QA

QAQ

AQA

QA

区
で
は
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
活
用
、

滝
山
地
区
で
は
循
環
バ
ス
の
導

入
、
楯
山
地
区
で
は
楯
山
駅
の
活

用
な
ど
、
各
地
区
の
方
向
性
や
課

題
が
見
え
て
き
た
。
地
区
の
ニ
ー

ズ
や
特
性
に
合
っ
た
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

　
　

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
に
整
備
予
定
の
道
の
駅
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

民
間
事
業
者
に
よ
る
開
発
の

動
き
も
あ
る
た
め
、
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
周
辺
道
路
の
整
備
に

伴
う
交
通
量
の
変
化
な
ど
も
考
慮

し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

介
護
従
事
者
の
賃
金
増
加
の

た
め
、
市
独
自
の
処
遇
改
善
や
、

負
担
が
大
き
い
夜
勤
へ
の
手
当
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

さ
ら
な
る
処
遇
改
善
を
国
へ

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
現

場
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
市
独
自

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
迅

速
な
救
急
活
動
の
一
助
と
な
る
よ

う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

対
象
や
期
間
を
検
討
す
る
な

ど
、
４
年
４
月
か
ら
の
貸
し
出
し

に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
、
花
笠
ま
つ
り

会
場
ま
で
の
導
線
の
明
る
さ
が
不

足
し
て
お
り
、
祭
り
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

児
童
・
生
徒
が
作
成
し
た
提
灯
を

飾
る
な
ど
、
祭
り
の
雰
囲
気
の
醸

成
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

導
線
へ
提
灯
を
飾
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
祭
ま
つ
り

囃ば
や

子し

な
ど
も
実
施
し
て
い
く
。

　
　

ｅ※
２

ス
ポ
ー
ツ
は
、
視
覚
、
聴

覚
、
指
先
を
同
時
に
使
う
た
め
、

認
知
症
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
比
較
的
空
い

て
い
る
平
日
に
、
高
齢
者
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

高
齢
者
の
利
用
に
向
け
た
周

知
を
行
う
と
と
も
に
、
他
自
治
体

の
先
進
的
な
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

イ※
３

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
顕
彰

碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
と
連

携
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
誘
客

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
賞
賛

し
た
風
景
や
、
市
内
に
残
る
近
代

建
築
物
の
周
知
な
ど
に
よ
り
、
観

光
誘
客
と
観
光
消
費
額
の
増
加
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
広
域
周
遊

の
検
討
な
ど
、
関
係
市
町
と
の
連

携
も
図
っ
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

山
形
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会

in
蔵
王
の
開
催
を
！

▲世界的にも評価が高いジャンプ台

▲  適切で安全なＩＣＴ学習環境の充実
が求められる

長は

谷せ

川が
わ

幸こ
う

司じ

（
新

翔

会
）

※１　エンディングノート…自身が希望する生き方や今後の人生、医療・介護に対する希望など、家族や大切な人に伝えたい内容を記すノート。
※２　ｅスポーツ…electronicsportsの略称。電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉で、コンピューターゲーム、ビデオゲームを使ったス

ポーツ競技のこと。
※３　イザベラ・バード…英国の旅行家・紀行作家。１８７８年（明治１１年）に訪日し、「日本奥地紀行」を出版。13
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国
は
介
護
職
、
保
育
士
、
看

護
師
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
方
針

だ
が
、
事
業
者
に
よ
る
差
が
出
な

い
よ
う
に
指
導
を
徹
底
す
る
べ
き

Q

で
は
な
い
か
。

　
　

賃
金
引
き
上
げ
に
確
実
に
つ

な
げ
る
た
め
、
具
体
的
手
法
の
決

定
後
に
、
集
団
指
導
や
実
地
指
導

な
ど
を
徹
底
し
て
い
く
。

A
　
　

外
国
人
観
光
客
が
混
乱
し
な

い
よ
う
に
、
七
日
町
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
記
を
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｋ
ａ
ｍ

ａ
ｃ
ｈ
ｉ
に
統
一
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ふ
さ
わ
し
い
住
居
表
示
の
在

り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

山
形
大
学
は
文
科
系
サ
ー
ク

ル
の
活
動
拠
点
を
街
な
か
に
移
す

方
針
と
の
こ
と
だ
が
、
新
市
民
会

館
な
ど
を
開
放
し
、
中
心
市
街
地

活
性
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
議
会
で
、
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

活
動
内
容
に
沿
っ
た
情
報
を
提
供

し
て
い
く
。

QAQA

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
に

備
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
濃
厚
接
触

者
の
追
跡
体
制
、
陽
性
者
の
待
機

施
設
整
備
な
ど
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

市
内
医
療
機
関
な
ど
で
は
、

１
日
最
大
約
２
４
０
０
件
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
と
抗
原
検
査
が
可
能
で
あ

る
。
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
当
日
中
に
積※
３

極
的
疫
学
調
査

を
行
い
、
早
期
の
発
見
と
隔
離
に

つ
な
げ
て
い
る
。
感
染
拡
大
時
の

宿
泊
療
養
施
設
は
、
県
が
２
カ
所

設
置
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
２
カ

所
拡
充
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

無
症
状
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
と
抗
原
検
査
の
無
償
化
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の

ニ
ー
ズ
は
当
面
続
く
も
の
と
考
え

て
お
り
、
開
設
期
間
を
延
長
す
る

方
向
で
調
整
し
て
い
く
。

　
　

宝
沢
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
で
は
、
放
流
水
の
水
質
悪
化
な

ど
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
処
理
手

法
の
変
更
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
経
営

を
目
指
す
た
め
の
改
善
策
は
あ
る

の
か
。

　
　

令
和
３
年
９
月
の
現
地
調
査

QA

QA

QA

　
　

山
形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ

ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
整
備
後
に

地
域
へ
の
開
放
も
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
際
に
は
、
あ
か
ね
ケ
丘
陸
上

競
技
場
の
利
用
状
況
に
余
裕
が
出

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
Ｊ
リ
ー
グ

が
開
催
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

山
形
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

ど
の
よ
う
に
開
放
さ
れ
、
あ
か
ね

ケ
丘
陸
上
競
技
場
利
用
者
の
分
散

が
図
ら
れ
る
の
か
、
注
視
し
て
い

く
。
あ
か
ね
ケ
丘
陸
上
競
技
場
は

陸
上
競
技
で
の
利
用
を
前
提
と
し

て
県
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

る
た
め
、
改
修
は
県
と
の
協
議
が

必
要
と
な
る
。
現
時
点
で
は
新
ス

タ
ジ
ア
ム
に
向
け
た
調
整
を
優
先

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

市
内
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

を
整
備
し
、
山
形
連
携
中
枢
都
市

圏
を
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

道
の
駅
「
（
仮
称
）
蔵
王
」
に
Ｒ※
１

Ｖ
パ
ー
ク
を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
時
点
で
は
新
た
な
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の
予
定
は
な
い

が
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
が
あ

れ
ば
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
村
山
市
に
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
工
場
が
あ
る
た

め
、
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
の
広

域
観
光
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
を
レ
ン
タ
ル
し
た
域
内
周
遊

プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

道
の
駅
「
（
仮
称
）
蔵
王
」
に
は

電
源
設
備
を
備
え
た
車
中
泊
施
設

を
整
備
予
定
で
あ
る
。

　
　

道
の
駅
「
（
仮
称
）
蔵
王
」
の

南
側
隣
接
地
に
鯖さ
ば

の
陸
上
養
殖
場

を
整
備
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
特
産

品
の
開
発
を
行
う
こ
と
で
観
光
誘

客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

鯖
の
陸
上
養
殖
場
の
整
備
に

は
民
間
企
業
の
技
術
が
欠
か
せ
な

い
と
捉
え
て
お
り
、
主
体
と
な
る

民
間
企
業
の
存
在
が
前
提
と
な
る

た
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

外
国
人
労
働
者
や
留
学
生
の

住
居
と
し
て
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の

斡
旋
や
市
営
住
宅
の
活
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

外
国
人
を
含
む
住
宅
確
保
要

配
慮
者
の
円
滑
な
入
居
を
促
進
す

る
た
め
、
令
和
４
年
度
の
居
住
支

援
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具

体
的
な
支
援
の
在
り
方
は
、
関
係

機
関
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

「
蜜※
２

蜂
が　

長お
さ

の
意い

の
上う
え　

鄙ひ
な

を
飛
ぶ　

千ち

代よ

も
続
か
ん　

あ

こ
や
の
松
と
」

　
　

「
蜜
蜂
の　

杜も
り

や
紅は

花な

や
を

飛
び
交か

ひ
て　

共と
も

に
分
か
た
む　

千ち

代よ

の
松ま
つ

傘か
さ

」

QAQ

AQA

QAQA

「
な
の
か
ま
ち
」
な
の
か

「
な
ぬ
か
ま
ち
」
な
の
か
？

社
会
の
変
化
を
捉
え
、
生
活
環
境
の

改
善
・
保
全
へ
支
援
拡
充
を

菊き
く

地ち

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）

川か
わ

口ぐ
ち　

充み
ち

律の
り

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

▲

住
居
表
示
は
「
な
ぬ
か
ま
ち
」

※１　ＲＶパーク…電源やトイレなどが整備されており、快適に安心して車中泊ができる施設。
※２　  菊地議員の歌の意：地域の蜜蜂に例えられた井上副市長の役割と、「千代」を「センダイ」とも読むことができるため、今後の仙山交流推進にどのように

関わっていくのかを問うもの。佐藤市長の歌の意：蜜蜂に例えた井上副市長が山形・仙台間を幾度も飛び交いながら、活発に議論を行うことで仙山交流の
成果（松傘）に結び付け、その成果を互いに分かち合うことで両市がいつまでも栄えることを願い詠んだもの。

※３　積極的疫学調査…感染症拡大防止を目的に行う、患者および濃厚接触者の症状や行動歴、家族状況などの調査。
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令
和
３
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概※
２

算

金
は
大
幅
に
下
落
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
需
要
減
が
原
因
で
あ
る
な

ら
ば
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
な
ど
、
追
加
支
援
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

市
独
自
の
支
援
策
の
補
正
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
は
、
国
の
具

体
的
支
援
内
容
を
踏
ま
え
、
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

農
業
経
営
の
収
入
保
険
は
、

青※
３

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

加
入
条
件
で
あ
り
、
対
応
が
難
し

い
。
税
理
士
な
ど
に
事
務
を
依
頼

し
た
場
合
の
費
用
補
助
な
ど
を
行

QAQ

で
は
、
堰せ
き

の
汚
れ
な
ど
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
従
来
の
放
流
方
法

が
適
切
と
考
え
て
い
る
が
、
下
水

道
へ
の
接
続
な
ど
処
理
方
法
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

よ
り
適
切
な
使
用
料
の
料
金
体
系

な
ど
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

第
三
中
学
校
生
や
周
辺
住
民

の
安
全
確
保
の
た
め
、
県
道
下
原

山
形
停
車
場
線
北
側
の
農
道
に
街

路
灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

農
道
の
通
学
路
へ
の
活
用
や

街
路
灯
の
設
置
は
困
難
だ
が
、
現

地
確
認
を
行
い
、
う
回
路
の
必
要

性
や
安
全
性
な
ど
を
学
校
と
協
議

し
て
い
く
。

　
　

改
築
中
の
南
沼
原
小
学
校
の

跡
地
利
活
用
方
策
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。

　
　

４
年
１０
月
の
新
校
舎
完
成
前

ま
で
に
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て
、

課
題
や
可
能
性
の
整
理
を
行
っ
て

い
る
。
加
え
て
、
民
間
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
活
用
方
策
も
探
る
た
め
、

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の

実
施
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
民
の
困
り
ご
と
に
対
し
て
、

各
相
談
機
関
が
担
当
分
野
に
か
か

わ
ら
ず
対
応
す
る
体
制
は
整
備
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

包
括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、

我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
の
中
で
、
福
祉
ま
る
ご
と

相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。
国
が

創
設
し
た
重※
１

層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
令
和
４
年
度
か
ら
の
実
施

を
目
指
し
て
お
り
、
各
相
談
支
援

機
関
の
さ
ら
な
る
連
携
が
図
ら
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
早
く
的
確
な
支

援
が
届
く
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

Q

AQA

Q

A

い
、
加
入
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

青
色
申
告
者
へ
の
申
告
控
除

の
優
遇
措
置
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
務
依
頼
な
ど
の
実
態
把
握
に
努

め
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　

山
形
市
農
業
戦
略
本
部
の
目

標
と
し
て
、
国
の
み
ど
り
食
糧
シ

ス
テ
ム
戦
略
へ
の
対
応
や
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
実
質
化
へ
の
取
り
組

み
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
な
ど
、

長
期
的
な
課
題
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

国
の
法
制
化
を
注
視
し
、
国

や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
環
境
保

全
型
農
業
の
普
及
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
よ
り
、
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
て
、
担
い
手
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
農
地
集
約
化
を
推
進
す

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て

い
く
。
な
お
、
有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化
や
中
山
間
地
域
向
け
の
戦
略

農
産
物
の
決
定
な
ど
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
の
開

発
制
限
エ
リ
ア
を
多
く
抱
え
る
地

域
の
住
民
が
持
つ
安
心
安
全
へ
の

不
安
に
対
し
、
具
体
的
な
対
応
策

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

そ
う
し
た
地
域
へ
の
振
興
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

浸
水
想
定
区
域
内
の
緩
和
区

域
で
は
、
必
要
措
置
を
講
じ
れ
ば

住
宅
な
ど
を
建
築
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
安
を

解
消
し
、
適
切
な
避
難
行
動
が
取

れ
る
よ
う
に
、
避
難
場
所
な
ど
も

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

河
川
改
修
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

令
和
５
年
１０
月
か
ら
、
消
費

税
の
仕※
４

入
税
額
控
除
を
受
け
る
た

め
に
適※
５

格
請
求
書
の
保
存
が
必
要

と
な
る
。
免
税
業
者
の
多
い
農
業

者
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

卸
売
市
場
や
農
協
な
ど
へ
の

販
売
委
託
な
ど
、
一
部
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
へ

の
出
荷
は
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

農
家
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開

催
な
ど
、
関
連
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

低
所
得
世
帯
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
灯
油
価
格
高

騰
の
補
填
分
と
し
て
、
福
祉
灯
油

購
入
費
等
給
付
金
の
追
加
給
付
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

冬
期
間
の
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
、
県
の
「
低
所
得
者
世
帯

の
冬
の
生
活
応
援
事
業
」
と
連
動

し
て
、
３
年
１１
月
上
旬
か
ら
申
請

の
受
付
を
開
始
し
た
。
追
加
給
付

は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQ

AQA

営
農
継
続
へ

支
援
の
拡
充
を

▲米価下落の支援策を！

▲県道下原山形停車場線の現況（飯塚地内）

今こ
ん

野の　

誠せ
い

一い
ち

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

※１　重層的支援体制整備事業…地域共生社会の実現に向けて令和２年６月に創設された、子ども・障がい・高齢・生活困窮の分野の支援を一体的に展開する事業。
※２　概算金…ＪＡ等の集荷業者が、生産者の出荷の際に支払う仮渡金。
※３　青色申告…不動産所得、事業所得、山林所得のある方が行う確定申告のこと。
※４　仕入税額控除…生産や流通の過程で重ねて課税されないように、確定申告で、課税売上げに対する消費税から課税仕入れにかかる消費税を控除する仕組み。
※５　適格請求書…消費税の複数税率に対応した仕入税額控除のために、令和５年５月１日から保存が求められる、正確な適用税率などが記載された請求書。
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も
う
す
ぐ
立
春
。
本
格
的
な
春

の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
季
節
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

や
ま
が
た
市
議
会
報
「
み
ち
し

る
べ
」
は
、
議
会
で
の
議
論
を
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、

掲
載
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
、

広
報
広
聴
委
員
６
名
で
、
毎
号
熱

心
に
意
見
を
交
わ
し
て
お
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
、
手
に
取
っ
て
じ
っ

く
り
読
む
こ
と
が
で
き
る
紙
媒
体

で
の
広
報
の
役
割
は
、
さ
ら
に
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
読
み
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
、
市
民
目
線
で

工
夫
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



広
報
広
聴
委
員　

松
井　
　

愛

編
集
後
記

２つの特別委員会を設置しました

■防災対策特別委員（１５人）

委員長　渡辺　元　　副委員長　田中英子

委　員　松井　愛　　阿曽　隆　　高橋公夫

　　　　鈴木　進　　浅野弥史　　佐藤亜希子

　　　　渋江朋博　　武田新世　　伊藤香織

　　　　丸子善弘　　遠藤吉久　　石澤秀夫

　　　　長谷川幸司

■まちづくり・有害鳥獣対策特別委員（１６人）

委員長　菊地健太郎　副委員長　川口充律

委　員　小田賢嗣　　井上和行　　佐藤清徳

　　　　佐藤秀明　　荒井拓也　　松田孝男

　　　　仁藤　俊　　斉藤栄治　　武田　聡

　　　　中野信吾　　今野誠一　　斎藤淳一

　　　　折原政信　　斎藤武弘

　令和３年１２月定例会に、「防災対策特別委員会」と「まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会」

を設置する議会案が提出され、全会一致で可決されました。

　委員１５人で構成する防災対策特別委員会では、大規模災害の発生に備え、市民が安心して

暮らしていける地域社会を実現するため、避難所の設備や運営のほか、ハザードマップなど

での危険箇所への対策に関する協議を行います。また、老朽化が進んでいる消防本部庁舎の

新築に向けた協議を行います。

　委員１６人で構成するまちづくり・有害鳥獣対策特別委員会では、市立病院済生館、市民会

館の改築や跡地の活用計画、また、旧大沼の土地・建物の利活用など、中心市街地の活性化

に向けたまちづくりに関する協議を行います。さらに、郊外へ出没しているイノシシなどの

有害鳥獣による農作物被害や人的被害対策に関する協議を行います。

　今後、２つの特別委員会で、本市が抱える課題への対応を調査・研究し、解決へ向けた協

議を進め、市長や国、県などへ提言や要望を行ってまいります。

　スマートフォン・タブレットなどで

スマホで視聴できます

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。
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